




































































































































日　　本 朝　　鮮 中国（漢民族） その他の地域
表記 「箸＝はし」 「洲一叫　；チョッカラク」 「換子＝Ku2i■i＝ク7イツ」
呼称 ＊アイヌ語では「パスイ」 普通は箸と匙でr牛ス1＝スジョ」










材質 木、竹の塗り箸が多い 銀製I真録製，ステンレス製 木．竹，象牙製など 木．竹がほとんど
＊モンゴルでは銀製、象牙製．骨製のものも
長さ 20－23皿前後 日本のものと同じかやや短め 25－27㎝前後 中国のものに準ず（モンゴルは少し短めか〕




置き方 横に置く 両方の場合がある（表注3〕 縦に置く 縦に置く場合が多い






神言舌．伝説．昔話 頻繁にかつ重要な役割を持って登場 不明 紺王の象牙の箸の伝説 チワン族の昔謡に登場
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以後箸の使用が盛んになるのも18），この．「C’めん類」の発達，普及によるものと推測される
のである。
　以上，3つの食物について若干の考察と検討をおごなった。「C　めん類」の普及が唐代以降
のことであると考えられることから，箸の発明の契機となったのは，非常に古い時代から存在し
ていたAとBであったであろう。しかし，3つの食物のうち，最も箸との結びつきが強固なのは
「C　めん類」であり，おそらくこれが，箸の普及，定着を最も決定づけた要因であったであろ
うと思われる。
　最後に，しばしば指摘される「椀」と「箸」の結びつきについて少し触れたい。指摘の通り，
箸の使用が見られるのは，椀状の食器（ここでは，皿に比べ深みのある食器，小鉢や丼なども全
て椀として扱うものとする）が発達している東アジアにほとんど限られており，御飯やオカズを
すべて皿状の食器や植物の葉などに盛って食べる地域（インド，東南アジア平野部など）には，
箸の使用はほとんど見られない。
　しかし，これは「椀の使用」が「箸の使用」を直接的に促した（あるいはその逆）ということ
を示すものではない。つまり，「椀があったから箸が使われるようになった」あるいは「箸があっ
たから椀が使われるようになった」わけではない。
　「椀」が東アジァで発達したのは，箸と同様，それを用いるに適した食べ物が東アジアに共通
して存在したためであると考えられよう。椀状の食器を使うに適した食物とは，まさに先に挙げ
た「A　具の入った汁物」であり，「B　粘り気のある食物」であり，「C　めん類」である。椀
もこれらの食物を食べるための食器として発達したと考えられるのである。
　つまり，「椀」を用いるのに適した食べ物と「箸」を用いるのに適した食べ物がそれぞれ共通
していること，これが両者の分布を重ね合わせている最大の原因なのである。
　「椀（箸）のあるところに箸（椀）あり」という事実は決して単なる偶然によるものではない
ということである。
〔注〕
1）市原亨吉『全釈漢文体系12礼記（上）』（集英社，1982（第3版））P65
2）青木正児氏「用匙喫飯考」（『華国風味』岩波文庫，1986（第3版））P102
3）前掲書1）P59～60
4）孫希旦『礼記集解』（文哲出版社，中華民国61年（再版））P53
5）そのほかに粘り気のある食物としては「納豆」が挙げられるが，日本，中国，朝鮮以外の地域で，納豆
　がどうやって食べられているか（手か匙か箸か）については不明であり，この是非については論ずるこ
　とができない。ただ，納豆も東アジアのかなり広い地域に共通して見られる食物であるということは注
　　目すべきであろう。
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池、
上山春平，佐々木高明，中尾佐助
『続照葉樹林文化』中公新書
　1985（11版），P129より転載
　値畠4テンベo
6）石毛直道編著『東アジアの食の文化（食の文化シンポジウム’81）』（平凡社，ユ981）P237
7）中尾佐助『料理の起源』（NHKブックス，1987（29版））P9～24
8）前掲書1）Pユ09H112
9）前掲書1）P1ユ2
10）前掲書1）P112
11）『斉民要術』餅法第82には「手延べめん」の原形である「水引餅」，「押し出し式のめん」の原形である「粉
　　餅」，「薬」が見られる。（繧啓愉校釈，繧桂龍参校『斉民要術校釈』農業出版社，ユ982，P509～511）
12）古賀登「唐代における胡食の流行について」（東洋学術研究8－4．1970）P85
　　青木正児「饅鈍の歴史」（『華国風味』岩波文庫，1986（3版），P74）
13）NHK取材班，奥村彪生，西山喜一，松下智『人聞は何を食べてきたか［アジア太平洋編］上　麺・イモ・
　　茶』（日本放送出版協会，1990）P71
ユ4）前掲書　13）P73
　　ユ6世紀末～17世紀の人，許の『屠門大腰』に「糸麺」なる料理についての記述が見られる。（鄭大聲『朝
　　鮮の料理書』平凡社，1982，P255）
15）福建省福州の「手机麺」や，ウィグル族の「サンズ」などは手で食べる「めん料理」である。ただしこ
　　れらは主食としてというよりはスナックとして食べられる。また，東南アジアの一部では匙（散り蓮華）
　　だけでめん類を食べる場合がある。
16）新彊ウィグル自治区，タイ，インドネシアなど
17）晴唐以前には華北からの箸の出土はほとんど見られない。（第二章　第一節の図を参照のこと）
18）階唐以後になって，北方からの出土が急激に増加する。（第二章　第一節の図を参照のこと）
（2）箸の起源地の推定と箸を発明した民族について
　資料の古さ，豊富さから考えて，箸の起源地が現在の中国にあることは疑いない。では中国の
どのあたりに箸の起源地を求めることができるのだろうか。
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　まず，中国大陸の北方（黄河流域）か南方（長江流域）か。第二章の一節でも触れたが，陪唐
以前の箸の出土は，甫方の長江流域に集中して見られる。北方の黄河流域から多く出土するよう
になるのは，陪唐以後になってからである。また，全時代を通して見ても長江流域からの出土が
目立って多い。乾燥地域で，遺物の保存に適しているはずの北方よりも，湿気が多く保存に不適
な南方からの出土が多いということは，陪唐以前には北方よりも南方の方牟箸の使用が盛んで
あったということを示す証拠となるものであろう。
　また，古来から「はし」を表す語は全て「たけかんむり」か「きへん」であった1）。なかでも
最も古い語である「箸」が「たけかんむり」であることは注目すべきであろう。つまり，これに
より，箸はその初期の段階から竹製のものが用いられていたということがうかがえるのである2）。
材料として竹が利用されるためには，当然，竹が身近に相当豊富に存在していなければならない。
とすると北方より南方，特に温暖で水資源が豊富な長江流域の方が竹が豊富に存在しているわけ
で，こうしたことから考えても箸の起源地は甫方の長江流域であると考えることができるのであ
る。
　では，長江流域の東部（下流）か西部（上流）か。まず，世界最古の箸が出土した雲南（長江
↓流）が「粘り気のある米＝ウルチ稲のジャポニカ種」の起源地の一つであると考えられている
ということは注目に値する3）。前節でも触れたとおり，この「粘り気のある米＝ウルチ稲のジャ
ポニカ種」は，箸の発明，及び普及の初期の段階では非常に大きな契機となったものである。こ
れが最も古くから栽培されていたということは，長江上流では，箸の発明される契機が最も古く
から存在していたということになるのである。
　また，仮に東側（長江下流）が起源地で，春秋中晩期から既に箸の使用が行われていたとすれ
ば，近隣の朝鮮や日本にはもっと早い時期に，また，もっと古い「使い分け」の型（「手十箸」型）
が伝わったはずである。しかし，実際はその逆であり，朝鮮，日本には比較的新しい「使い分け」
の型（「匙十箸」型）が，また，中国西南部およびそこに隣接する少数民族の問には，より古い「使
い分け」の型（「手十箸」型）が伝わっているのである。つまり，箸の起源地は長江の東側（下流）
とは考えにくいということである。
　しかし，何といっても，世界最古の箸が長江の源流である金沙江の近くの雲南省祥雲大波那か
ら出土しているということは重要である。中下流の安徽省貴池に箸が出現するのはこれより少し
時代が下った春秋晩期～戦国初期のことであり，下流の海に面した地域（江蘇，淋江など）に箸
が出現するのは，さらに時代が下って唐代になってからのことなのである。このような出土の状
況は，箸の起源地が長江の上流であるという何よりの証拠となるものであろう。
　以上，箸の起源地は長江流域の西部（上流），すなわち中国西南部であるという結論が導き出
されるのである。
’ただし，ここで注意しなければならないのは中国西甫部＝漢民族居住地域ではないということ
である。
　当時の勢力分布図と照らし合わせてみるとわかるが，この地域の大部分は箸の使用が始まった
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第21図　箸の推定起源地
当時，中国（漢）文化圏どころか楚の文化圏にも含まれない漢民族にとっては「夷秋の地」であっ
た。ここに居住していたのは「夜郎」，「昆明」，「夜郎」，「哀申」，「再」，「功」，「搾」，「徒」，「白
馬氏」，「漠」などの少数民族であった4）。前漢の武帝の時代に漢民族と接触，そして彼らの支配
下に置かれるまでは，彼らは独自の文化を発達させていたのである5）。
　このように「箸の推定起源地＝中国西南部」の大部分が「異民族居住地域＝異文化圏」であっ
たということは，雲南祥雲大波那の世界最古の箸が，漢民族ではなく，昆明族の銅棺墓から出土
しているという驚くべき事実6）とあわせて，従来の常識「箸は申国人（漢民族）によって発明さ
れた」に重大な疑問を投げかけるものとなろう。つまり，箸の発明が漢民族によるものではなく，
かつて西南中国に住んでいた少数民族によるものであるという可能性を示唆しているのである。
　もちろん，この2つの根拠だけをもって箸の発明が中国西南部の少数民族によるものであると
結論づけることはできない。推定起源地＝中国西南部には漢民族の居住地域（巴，蜀）も含まれ
ていることから，箸の発明が彼らの手によるものであると言う可能性もまだ決して捨て切れるも
のではないのである。
　ただ，残念ながら，箸の発明が漢民族，西南中国の少数民族，どちらの手によるものかを明ら
かにするには，資料があまりに少なすぎる（春秋時代の箸に関する資料は雲南と安徽から出土し
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第22図　戦国時代（B．C．4世紀）の中国
た2例の考古資料があるに過ぎない）。したがって，ここでは，箸の説明が，必ずしも漢民族の
手によるものではなく，中国西甫部の少数民族の手によって発明された可能一性も十分にあるとい
うことを指摘しておくにとどめたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔注〕
ユ）「はし」を表す語としては「箸」r械」「棟提」「構」「筋」「策」「快」「模」が見られる。太田昌子「中国
　古代における箸使用の定着について一古代文献より見た定着年代の考察一」（『風俗』第11巻第2号，1973）
　　P38より（ただし「欄」は著者が加えたもの）
2）後漢の『説文解字』には「箸　従竹者聲」（箸という字は竹に関係しており，者の部分は音を表す）と
　ある。
　　（『説文解字真本』中華書局，中華民国55年，五巻上四）
3）渡部忠世『稲の道』（NHKブックス，1989（11版））P194～195
4）久村因「史記西南夷列伝集解稿（一）」（『名古屋大学紀要』14．1970）
　久村因「　　　　〃　　　　　（二）」（『　’〃　　　』ユ5．1971）
　久村因「　　　　〃　　　　　（三）」（『　　　〃　　　』16．1972）
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　久村因「　　　　〃　　　　　（四）」（『　　　〃　　　』18．1974）
5）阿部紘「古雲南考一インドルート開発と少数民族との拮抗一」（『中央商科短大紀要6．！983）
6）李鴻啓編『雲南人物古跡』（雲南人物出版社，1984）P32～33
＜結語＞
　これまでの考察を通して，東アジアの箸文化の歴史的展開およびその背景というものをいくら
かなりとも明らかにできたのではないかと考える。
　最後に，箸文化の将来についても触れながら，本稿を締めくくることにしたい。
　手や匙だけでは食べるのに不便な「汁のなかの具（特に繊維質の野莱）」，「粘り気のある食物（特
に粘り気のある御飯）」をいかにして食べるかを考えた末，箸は中国の西甫部で生み出された。
それは春秋中晩期（B．C．5世紀）かそれを少し湖った時期のことである。発明したのは，あるい
は漢民族ではなく，中国西甫部の少数民族であるという可能1性もある。
　初期の段階において，箸は「粘り気のある御飯」が食べられていた長江流域を中心に西から東
へ普及していった。これは前漢までの箸の出土が長江流域から集中的に出土しているということ
からも裏づけられよう。
　その後，唐代になって，華北で「めん類」が発達，普及するようになる。現在のめん類と箸と
の結びつきの強さから考えて，おそらくこれが箸の普及，定着を決定づけた最大の要因であろう
と思われる。これにより，箸の使用が必ずしも盛んであるとは言えなかった中国北方地域でも，
唐代以後，箸の使用が盛んになるのである。そして，めん類が南方を含めた中国各地に伝わると，
それに伴って，中国における箸の普及，定着もますます決定的なものになっていった。
　中国周辺の諸地域には「中国の先進文化への憧れ」が大きなきっかけ，動機となって，まず上
流階級の食卓に，いわば「中国先進文化の象徴的存在」として受け入れられた。それは朝鮮では
6世紀，日本では7世紀のことである。しかし，その後，箸は上流階級一のみならず一般庶民にま
で広く普及，定着することになる。これは日本では12～13世紀，朝鮮では15世紀以前，ベトナム
では15世紀以後，台湾では17世紀以後，モンゴルでは15世紀以後のことである。
　このように，箸が東アジアの諸地域に，しかも一般庶民の間にまで普及，定着したのは，東ア
ジアの諸地域の人々にとって箸が「便利な道具」「有用な道具」であったからにほかならない。
そして箸が「便利な道具」「有用な遣具」として受け入れられた背景には「具の入った汁物」「粘
り気のある食物（特に御飯）」「めん類」といった東アジア共通の食物の存在があった。
　箸が「便利な遣具」「有用な道具」として効果を発揮するこうした食物が東アジアの諾地域に
共通して普及していたこと，これが，東アジアに箸が伝播，普及，定着した最大の要因だったの
である。
　そして現在，箸及び箸文化は東アジアのみならず，アジアの広汎な地域にひろがり，それぞれ
の地域の食体系ならびに文化体系の中に深く組みこまれなから，独自かつ多様な展開を遂げるに
いたる。
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　おそらく，今後も箸の使用は，箸を組みこんだ東アジアの食体系そのもの，ひいては文化体系
そのものを揺るがすような大きな変化（食事が全てチューブ食のようになってしまうとか，廃仏
毅釈キ文化大革命のような，伝統文化を徹底的に破壊するような運動が行われるとか）が訪れな
いかぎり，長らく続いていくことであろう。
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